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・脳のしくみ（運動系を中心に）

１）神経の基礎、感覚系〜運動実行系へ

２）運動野以外の領域
連合野、情動と行動、中脳皮質辺縁ドパミン系

・豊かな環境による脳内変化

１）脳障害後の運動機能の改善

２）情動行動に与える影響

脳内ドパミン神経系



・樹状突起 ーー情報を受け取る

・軸索 ーー情報を送る

軸索

樹状突起

髄鞘

神経の基礎（１）

＃シナプス形成 ＃髄鞘化



神経の基礎（２）

シナプス

・約１０００個

神経伝達物質

・興奮性（グルタミン酸）

・抑制性（GABA）
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神経の基礎（３）



脳内での感覚野と運動野



一次体性
感覚野

一次
運動野

体部位局在（ホムンクルス）



決断、指令、行動抑制
持続（努力）、忍耐（我慢）
予測、計画、感情の制御

各種感覚の統合、認知、知識
空間オリエンテーション

報酬認知、知識、記憶、言葉

情動、本能、報酬、
快・不快、モチベーション

大脳辺縁系・視床下部

側頭連合野

側頭連合野前頭連合野



情動と行動



まとめまとめまとめまとめ１１１１

１、神経では、１）各々の興奮性および抑制性の入力が統合
２）シナプスで興奮性／抑制性物質により伝達
３）髄鞘化がゆっくりと形成、高次機能と関係

２、一次運動野には体部位局在がある
（手、口の面積は大きい）。

３、運動には、補足運動野、運動前野、前頭連合野が関係する。

４、扁桃体が関係する情動は、行動発現に影響をあたえる。

５、中脳辺縁皮質ドパミン系は行動制御や情動行動に関係する。


